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全
国
市
議
会
議
長
会
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
１８
年
１２
月
３１
日
現
在
の

「
市
議
会
議
員
報
酬
に
関
す
る
調
査
結
果
」
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
全
国
８
０
２
市
（
東
京
２３
特
別
区
含
む
）
の
議
員
報
酬
月
額

の
平
均
は
４２
・
１
万
円
で
前
年
（
７
７
８
市
、
４２
・
３
万
円
）
と
比

べ
０
・
２
万
円
の
減
と
な
っ
た
。
平
均
月
額
の
推
移
で
は
５
年
連
続

の
マ
イ
ナ
ス
。
調
査
結
果
は
９
月
下
旬
に
全
市
へ
送
付
の
予
定
。

調
査
は
、
平
成
１８
年
１２
月
３１
日

現
在
の
全
国
８
０
２
市
（
東
京
２３

特
別
区
含
む
）
を
対
象
に
、
各
市

議
会
の
正
副
議
長
、
議
員
等
の
報

酬
月
額
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
た
も
の
。

ま
ず
、
全
国
８
０
２
市
の
市
議

会
議
員
の
平
均
報
酬
月
額
は
、
４２

・
１
万
円
で
前
年
（
７
７
８
市
、

４２
・
３
万
円
）
と
比
べ
て
０
・
２

万
円
の
減
で
、
５
年
連
続
の
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
た
。
ま
た
、
議
長
の

報
酬
月
額
は
５１
・
６
万
円
で
前
年

（
５１
・
９
万
円
）
比
０
・
３
万
円

の
減
、
副
議
長
は
４５
・
６
万
円
で

前
年
（
４５
・
７
万
円
）
比
０
・
１

万
円
の
減
と
な
っ
た
。

次
に
、
全
国
８
０
２
市
の
う
ち

５６
市
（
７
・
０
％
）
は
、
合
併
後

も
旧
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
報
酬
額

を
引
き
続
き
支
給
し
て
い
る
（
１

市
複
数
制
度
）
。
こ
の
制
度
を
適

用
し
て
い
な
い
７
４
６
市
（
９３
・

０
％
）
の
議
員
報
酬
月
額
�
上
表

参
照
�
を
み
る
と
平
均
４２
・
１５
万

円
で
前
年
比
１
・
２５
万
円
の
減
。

議
長
の
平
均
は
５１
・
８７
万
円
で
前

年
比
１
・
４０
万
円
の
減
、
副
議
長

の
平
均
は
４５
・
７２
万
円
で
前
年
比

１
・
４２
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

各
委
員
会
委
員
長
職
へ
の
報
酬

加
算
状
況
は
、
１
市
複
数
制
度
を

適
用
し
て
い
な
い
７
４
６
市
の
う

ち
、
常
任
委
員
会
の
委
員
長
職
に

報
酬
を
加
算
し
て
い
る
の
は
２６
・

８
％
の
２
０
０
市
で
、
平
均
加
算

額
は
１
・
５
万
円
。
同
じ
く
議
会

運
営
委
員
会
の
委
員
長
職
へ
の
加

算
は
２６
・
３
％
の
１
９
６
市
で
、

平
均
加
算
額
は
１
・
５
万
円
。
特

別
委
員
会
の
委
員
長
職
へ
の
加
算

は
７
・
８
％
の
５８
市
で
平
均
加
算

額
は
２
・
７
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

（
全
市
の
デ
ー
タ
は
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

本
会
の
藤
田
�
之
会
長
（
広
島

市
議
会
議
長
）
を
は
じ
め
地
方
六

団
体
の
代
表
は
８
月
３０
日
、
自
由

民
主
党
本
部
で
開
か
れ
た
同
党
の

総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
に
出

席
し
た
。

会
議
で
は
増
田
寛
也
・
総
務

大
臣
も
同
席
す
る
な
か
、
六
団

体
を
代
表
し
福
田
富
一
・
栃
木

県
知
事
が
発
言
。
自
治
体
の
置

か
れ
て
い
る
厳
し
い
現
状
を
訴

え
、
現
状
打
開
に
向
け
た
方
策

な
ど
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

今
回
の
要
望
の
柱
は
「
第
二

期
地
方
分
権
改
革
の
早
期
実

現
」
「
地
方
税
財
源
の
充
実
強

化
と
偏
在
是
正
」「
地
方
交
付
税
の

総
額
確
保
・
機
能
堅
持
」
の
３
つ
。

な
か
で
も
第
二
期
改
革
に
つ
い

て
は
、
「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は

地
方
が
担
う
」
「
自
己
決
定
・
自

己
責
任
」
「
自
立
（
律
）
と
連
帯
」

「
二
重
行
政
の
解
消
」
の
４
つ
を

基
本
原
則
と
し
て
掲
げ
た
う
え

で
、
▽
消
費
税
等
の
税
源
移
譲
な

ど
に
よ
る
地
方
税
源
の
充
実
強
化

▽
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見
直

し
と
一
体
的
な
権
限
・
事
務
・
財

源
の
移
譲
▽
国
と
地
方
の
二
重
行

政
解
消
等
に
よ
る
行
政
の
簡
素
化

―
―
な
ど
を
求
め
た
。

こ
の
ほ
か
当
日
は
、
平
成
２０
年

度
政
府
予
算
編
成
並
び
に
施
策
に

関
す
る
要
望
を
行
っ
た
。

第1664号９月１５日平成19年
（2007年）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第第
二二
期期
改改
革革
早早
期期
実実
現現
をを

地方六団体

自
民
総
務
部
会
で
要
望

１市複数制度を適用していない「７４６市」人口段階別の平均報酬月額

報酬月額（万円）

平成１７年１２月３１日現在

議員

３３．２７

４０．６１

４８．７４

５６．６７

５９．３３

６４．１６

７４．８１

４３．４０

＊前年５５２市は、１７年中に合併がなく１市複数制度を適用していない市

副議長

３５．８２

４３．５９

５２．８１

６２．８４

６４．７２

７１．１９

８５．５７

４７．１４

議長

４１．３８

４９．３５

５８．９４

６９．８３

７１．１６

７８．９８

９６．４４

５３．２７

市数

１７７市

１８３市

１０４市

３１市

１９市

１５市

２３市

＊
５５２市

報酬月額（万円）

平成１８年１２月３１日現在

議員

３２．３２

３８．７５

４６．８４

５５．４５

５９．７５

６３．７７

７４．５８

４２．１５

副議長

３４．８６

４１．５４

５０．８１

６１．３９

６４．８６

７０．１３

８４．０９

４５．７２

議長

４０．４７

４７．３１

５７．０６

６８．５１

７１．５６

７７．６８

９４．１７

５１．８７

市数

２２８市

２５８市

１４３市

３９市

２６市

２０市

３２市

７４６市

区分

人口

５万未満

５～１０万

１０～２０万

２０～３０万

３０～４０万

４０～５０万

５０万以上

平均

平成１８年

議議
員員
報報
酬酬
のの
平平
均均
月月
額額
４４２２
・・
１１
万万
円円

５
年
連
続
マ
イ
ナ
ス｜

本
会
調
査

総務部会に出席する藤田会長（左から２人目）

（１） 平成１９年９月１５日 第１６６４号
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
原
島
貞
夫
・
福
生
市

議
会
議
長
）
の
正
副
会
長
と
相
談

役
は
８
月
２９
日
、
自
由
民
主
党
本

部
で
開
か
れ
た
国
防
部
会
・
安
全

保
障
調
査
会
・
基
地
対
策
特
別
委

員
会
の
合
同
会
議
に
出
席
し
、
平

成
２０
年
度
政
府
予
算
概
算
要
求
に

向
け
、
基
地
対
策
関
係
予
算
の
確

保
に
つ
い
て
要
望
陳
述
し
た
。

原
島
会
長
は
、
近
年
の
基
地
関

係
市
町
村
の
厳
し
い
行
財
政
運
営

状
況
を
説
明
し
た
う
え
で
、
▽
障

害
防
止
や
騒
音
防
止
事
業
等
に
係

る
基
地
周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額

確
保
▽
在
日
米
軍
再
編
に
伴
い
負

担
増
と
な
る
市
町
村
に
対
す
る
十

分
な
支
援
措
置
▽

基
地
交
付
金
・
調

整
交
付
金
の
所
要

額
確
保
―
―
な
ど
を
求
め
た
。

会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
ら
は
、

要
望
の
実
現
に
向
け
、
寺
田
稔
・

自
民
党
国
防
部
会
長
代
理
（
現
防

衛
大
臣
政
務
官
）
は
じ
め
、
甘
利

明
・
経
済
産
業
大
臣
、
木
原
誠
二

・
衆
議
院
議
員
と
面
談
し
た
ほ

か
、
総
務
省
な
ど
に
実
行
運
動
を

行
っ
た
。

ま
た
当
日
は
、
総
務
省
の
大
橋

秀
行
・
固
定
資
産
税
課
長
、
防
衛

施
設
庁
の
辰
己
昌
良
・
施
設
企
画

課
長
か
ら
平
成
２０
年
度
概
算
要
求

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
聴

取
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
の
平
成
１９

年
度
の
「
欧
州
」
「
米
国
・
カ
ナ

ダ
」
「
豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
」
の
各
都
市
行
政
調
査
団
と

「
中
国
友
好
訪
問
団
」
は
９
月
下

旬
か
ら
１０
月
下
旬
に
か
け
、
そ
れ

ぞ
れ
出
発
す
る
。

調
査
団
・
訪
問
団
は
各
国
の
市

議
会
、
関
係
機
関
や
施
設
な
ど
を

公
式
訪
問
し
、
地
方
自
治
制
度
や

市
議
会
の
実
情
等
を
調
査
す
る
。

日
程
と
主
な
訪
問
先
（
予
定
）

等
は
次
の
と
お
り
。

【
欧
州
都
市
行
政
調
査
団
】

▽
調
査
期
間
�
平
成
１９
年
９
月
２６

日
（
水
）
〜
１０
月
５
日
（
金
）

▽
参
加
人
数
�
１７
市
３０
人

（
団
長
�
尾
山
喜
次
・
小
矢
部

市
議
会
議
員
）

▽
主
な
訪
問
先
�
フ
ラ
ン
ス
（
ポ

ン
ト
ワ
ー
ズ
市
議
会
）
・
デ
ン

マ
ー
ク
（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市

議
会
）
・
オ
ラ
ン
ダ
（
テ
ィ
ル

ブ
ル
ク
市
議
会
）

【
米
国
・
カ
ナ
ダ
都
市
行
政
調
査
団
】

▽
調
査
期
間
�
平
成
１９
年
１０
月
１０

日
（
水
）
〜
１０
月
１９
日
（
金
）

▽
参
加
人
数
�
１４
市
１７
人

（
団
長
�
山
口
忠
保
・
小
山
市

議
会
議
員
）

▽
主
な
訪
問
先
�
ア
メ
リ
カ
（
ニ

ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市
議

会
、
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
市
議

会
）
・
カ
ナ
ダ
（
ミ
サ
サ
ガ
市

議
会
）

【
豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
都

市
行
政
調
査
団
】

▽
調
査
期
間
�
平
成
１９
年
１０
月
２４

日
（
水
）
〜
１１
月
２
日
（
金
）

▽
参
加
人
数
�
１７
市
２３
人

（
団
長
�
橋
本
幸
一
・
郡
山
市

議
会
議
員
）

▽
主
な
訪
問
先
�
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
（
マ
ン
リ
ー
市
議
会
、
イ
プ

ス
ウ
ィ
ッ
チ
市
議
会
）
・
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
マ
ヌ
カ
ウ
市

議
会
）

【
中
国
友
好
訪
問
団
】

▽
調
査
期
間
�
平
成
１９
年
１０
月
１１

日
（
木
）
〜
１０
月
１９
日
（
金
）

▽
参
加
人
数
�
８
市
１１
人

（
団
長
�
奥
谷
進
・
青
森
市
議

会
議
長
）

▽
主
な
訪
問
先
�
中
国
（
全
国
人

民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
、
北

京
市
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員

会
、
青
島
市
人
民
代
表
大
会
常

務
委
員
会
）

第第��回回 地地域域医医療療政政策策セセミミナナーー
全国自治体病院経営都市議会協議会は、自治体病院経

営の健全化に資するため、地域医療政策セミナーを開催

し、地域医療の確保と医療サービスの向上にむけ議論を

深めていきます。

なお、開催通知は９月１１日付けで、協議会加盟市・組

合宛てに送付しております。

記

◆開催日時：平成１９年１０月３１日（水） １３：００～１６：３０

◆開催場所：都市センターホテル３階「コスモスホール」

（東京都千代田区平河町２－４－１）

◆講演内容

１．「医師確保対策をめぐる現状と課題」（仮題）

厚生労働省大臣官房審議官 木倉敬之氏

２．「医師の確保と育成

～マグネット・ホスピタルの提言」

東北大学大学院医学系研究科教授 伊藤恒敏氏

◆対 象：全国自治体病院経営都市議会協議会の加盟

市議会・組合議会の正副議長、議員、議会

事務局職員、病院関連事務局職員等

（人数制限なし）

◆参加費：無料（協議会加盟市以外は１人２，０００円）

◆申込み：送付済の参加申込書にて

◆申込期限：１０月１９日（金）

◆問合せ：全国市議会議長会

担当：政務第二部 三沢・千葉

TEL ０３‐３２６２‐５２３６ FAX ０３‐３２６３‐５７５１

�
橋
平
八
氏
（
た
か
は
し
・
へ
い

は
ち
�
新
潟
県
十
日
町
市
議
会
議

長
）９

月
７
日
逝
去
、
７２
歳
。

葬
儀
は
１０
日
、
十
日
町
市
内
で

執
り
行
わ
れ
た
。

喪
主
は
長
男
、
哲
夫
氏
。

お
知
ら
せ

本
紙
９
月
２５
日
付
第
１
６

６
５
号
は
、
第
１
６
６
６
号

と
併
せ
、
１０
月
５
日
付
第
１

６
６
５
・
６
６
号
と
し
て
発

行
し
ま
す
。

基地協

関
係
予
算
の
確
保
を

国
防
三
部
会
で
要
望

各
国
の
市
議
会
を
訪
問

本 会

欧
州
・
米
国
・
豪
州
な
ど

へ
出
発

寺田・国防部会長代理（右から４人目）に要望

要
望
す
る
原
島
・
基
地
協
会
長

第１６６４号 平成１９年９月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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１
�
地
域
公
共
交
通
の
現
状

現
在
、
地
域
の
公
共
交
通
は
、

バ
ス
路
線
、
地
方
鉄
軌
道
と
も
に

収
益
の
悪
化
に
よ
る
廃
止
が
進
行

し
て
お
り
、
非
常
に
厳
し
い
経
営

状
況
下
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
全
国
の
約
４

割
の
市
区
町
村
に
お
い
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
が
実
施
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
注
１
）

や
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
注
２
）
の
整
備
、
鉄

軌
道
と
バ
ス
の
ホ
ー
ム
一
体
化
に

よ
る
交
通
結
節
点
改
善
、
交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
に
よ
る
乗
継

の
改
善
な
ど
、
各
地
で
様
々
な
取

組
み
が
図
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
鉄
道
の
再
生
を
図

る
た
め
、
国
と
自
治
体
に
よ
る
総

合
的
な
支
援
と
し
て
、
民
間
事
業

者
に
対
し
、
用
地
の
無
償
貸
与
、

運
営
費
、
施
設
整
備
、
サ
ー
ビ
ス

改
善
設
備
へ
の
補
助
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２
�
「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
」

こ
の
法
律
の
目
的
は
▽
住
民
の

足
の
確
保
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会

の
実
現
▽
活
力
あ
る
都
市
活
動
、

観
光
振
興
▽
環
境
問
題
等
へ
の
対

応
―
―
な
ど
の
観
点
か
ら
地
域
公

共
交
通
の
活
性
化
・
再
生
の
必
要

性
を
前
提
と
し
、
主
体
的
に
創
意

工
夫
し
頑
張
る
地
域
を
総
合
的
に

支
援
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

同
法
は
、
先
の
国
会
で
成
立
し
、

本
年
５
月
２５
日
に
公
布
さ
れ
、
１０

月
１
日
に
施
行
予
定
で
あ
る
。

支
援
ス
キ
ー
ム
で
は
、
主
務
大

臣
（
国
土
交
通
大
臣
・
総
務
大

臣
）
の
策
定
す
る
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
市
町
村
が
主
体
と
な
り
、

公
共
交
通
事
業
者
、
道
路
・
港
湾

管
理
者
、
公
安
委
員
会
、
住
民
等

で
構
成
す
る
協
議
会
が
「
地
域
公

共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
を
作
成
。

こ
れ
に
対
し
国
が
、
計
画
策
定
経

費
の
支
援
、
関
係
予
算
の
重
点
配

分
、
地
方
債
の
配
慮
等
を
行
う
。

ま
た
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
、
乗
継

の
改
善
、
地
方
鉄
道
の
再
生
な
ど

の
地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
に
対

し
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
に
関
す
る
軌
道

事
業
の
上
下
分
離
制
度
の
導
入
、

鉄
道
再
生
実
施
計
画
作
成
の
た
め

の
廃
止
予
定
日
の
延
期
な
ど
法
律

上
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
。

さ
ら
に
、
Ｄ
Ｍ
Ｖ
（
道
路
と
線

路
の
双
方
走
行
が
可
能
な
車
両
）

や
水
陸
両
用
車
な
ど
新
た
な
形
態

に
よ
る
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
円

滑
化
の
た
め
、
窓
口
を
一
本
化
す

る
な
ど
関
連
交
通
事
業
法
の
事
業

許
可
等
手
続
き
の
合
理
化
を
図
る

も
の
と
し
て
い
る
。

３
�
今
後
の
取
組
み

地
域
関
係
者
へ
の
研
修
等
の
人

材
育
成
や
情
報
提
供
の
充
実
・
強

化
、
低
コ
ス
ト
化
や
地
域
に
適
し

た
バ
ス
車
両
等
の
技
術
開
発
の
推

進
な
ど
支
援
制
度
の
拡
充
強
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
注
１
）
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（L

ig
h
t
R
a
il

T
r
a
n
s
it

）�
低
床
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
設
計
の
新
車
の
投
入
、
屋
根

付
き
の
快
適
な
停
留
所
、
高
速
・

定
時
性
の
確
保
等
を
組
み
合
わ
せ

た
機
能
を
備
え
た
次
世
代
型
路
面

電
車
シ
ス
テ
ム

（
注
２
）
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（B

u
s
R
a
p
id

T
r
a
n
s
it

）�
輸
送
力
の
大
き
な

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
投
入
、
バ

ス
専
用
レ
ー
ン
、
公
共
車
両
優
先

シ
ス
テ
ム
等
を
組
み
合
わ
せ
た
高

次
機
能
を
備
え
た
バ
ス
運
行
シ
ス

テ
ム

１
�
土
砂
災
害
を
め
ぐ
る
現
状

土
砂
災
害
は
、
自
然
災
害
に
よ

る
死
者
の
約
４
割
を
占
め
る
重
大

な
災
害
で
あ
る
。
こ
の
災
害
を
防

ぐ
最
も
効
果
的
な
対
策
は
、
施
設

整
備
で
あ
る
が
、
公
共
事
業
関
係

の
当
初
予
算
が
６
年
連
続
で
削
減

さ
れ
る
中
、
施
設
整
備
の
拡
大
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

２
�
土
砂
災
害
ソ
フ
ト
対
策

施
設
整
備
に
関
す
る
予
算
が
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
、
ソ
フ

ト
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
き
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の

「
警
戒
区
域
」
「
特
別
警
戒
区
域
」

の
指
定
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
指
定
に
よ
り
、
�
土
砂
災

害
警
戒
区
域
（
土
砂
災
害
の
恐
れ

が
あ
る
区
域
）
に
つ
い
て
は
、
▽

情
報
伝
達
、
警
戒
避
難
体
制
の
整

備
▽
警
戒
避
難
に
関
す
る
事
項
の

住
民
へ
の
周
知
、
�
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
（
建
築
物
に
倒
壊
が

生
じ
、
住
民
に
著
し
い
危
害
が
生

じ
る
恐
れ
が
あ
る
区
域
）
に
つ
い

て
は
、
▽
住
宅
宅
地
分
譲
、
社
会

福
祉
施
設
等
の
た
め
の
開
発
行
為

に
対
す
る
許
可
制
▽
建
築
物
の
構

造
規
制
▽
土
砂
災
害
時
に
著
し
い

倒
壊
が
生
じ
る
建
築
物
に
対
す
る

移
転
等
の
勧
告
▽
勧
告
に
よ
る
移

転
者
へ
の
融
資
、
資
金
の
確
保
―

―
が
実
施
さ
れ
る
。

ま
た
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
の

迅
速
な
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
警
戒
情
報
は
、
長
期
降
雨
指
標

（
土
壌
雨
量
指
数
）
と
短
期
雨
量

指
数
（
降
雨
強
度
）
を
組
み
合
わ

せ
て
、
過
去
の
土
砂
災
害
の
発
生

状
況
と
と
も
に
土
砂
災
害
が
発
生

す
る
危
険
性
を
判
断
。
避
難
に
要

す
る
時
間
を
考
慮
し
、
土
砂
災
害

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
２
時

間
前
を
目
安
と
し
て
発
表
す
る
。

そ
の
伝
達
は
、
各
都
道
府
県
の
出

先
機
関
あ
る
い
は
各
市
町
村
長
を

通
じ
て
住
民
へ
伝
達
す
る
方
法
と
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
直
接

住
民
へ
提
供
す
る
方
法
を
用
い
て

い
る
。

平
成
１９
年
７
月
１
日
現
在
、
２８

府
県
で
こ
の
警
戒
情
報
提
供
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
来
年
３
月
ま
で

に
は
全
都
道
府
県
で
開
始
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
警

戒
情
報
と
併
せ
て
、
各
市
町
村
に

対
し
避
難
勧
告
の
早
期
発
令
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
、
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
ま
だ
完
全
に
解
明
さ
れ

て
お
ら
ず
、
避
難
勧
告
を
発
令
し

た
後
、
結
果
と
し
て
未
発
生
に
終

わ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
早
期
避
難

は
生
命
を
守
る
最
善
策
で
あ
る
。

ま
た
、
速
や
か
な
早
期
避
難
の

た
め
に
は
、
防
災
教
育
や
説
明
会
、

防
災
訓
練
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

り
な
ど
に
よ
り
、
住
民
の
防
災
意

識
の
向
上
が
重
要
で
あ
る
。

国
と
し
て
は
、
今
後
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
や
適
応
性
を
踏
ま
え
た
政

策
の
立
案
・
技
術
基
準
の
策
定
と

事
業
の
実
施
・
管
理
を
行
い
、
土

砂
災
害
の
防
止
に
努
め
て
い
く
。

（
要
約
・
建
設
運
輸
委
員
会
担
当
）

本会

各各
委委
員員
会会
でで
のの
講講
演演
要要
旨旨
�４�

建
設
運
輸
委
員
会

前
号
に
引
き
続
き
、
７
月
中
旬
以
降
に
開
か
れ
た
本
会
の
各
委
員

会
で
行
わ
れ
た
講
演
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

最
近
の
砂
防
行
政
の
方
向

国
土
交
通
省
河
川
局

砂
防
部
砂
防
計
画
課
長

中

野

泰

雄

氏

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び

再
生
に
関
す
る
法
律

国
土
交
通
省
総
合
政
策
局

交
通
計
画
課
地
域
振
興
室
長

城

福

健

陽

氏
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第第
１１１１
章章

産産
業業
・・
観観
光光
・・
交交
流流

長
崎
は
「
グ
ラ
バ
ー
園
」
「
大

浦
天
主
堂
」
「
浦
上
天
主
堂
」
「
平

和
公
園
」
な
ど
有
名
な
施
設
以
外

に
も
多
く
の
観
光
名
所
や
旧
跡
を

抱
え
、
多
彩
な
魅
力
を
醸
し
出
し

て
い
ま
す
。
か
の
坂
本
竜
馬
や
勝

海
舟
、
福
沢
諭
吉
も
長
崎
で
学

び
、
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
資
源

に
溢
れ
る
長
崎
の
魅
力
を
味
わ
う

に
は
、
歩
い
て
ま
ち
を
巡
る
の
が

一
番
で
す
。
そ
こ
で
長
崎
市
で

は
、
ま
ち
歩
き
の
楽
し
み
方
を
創

造
・
発
信
す
る
た
め
、
日
本
で
初

め
て
の
ま
ち
歩
き
博
覧
会
「
長
崎

さ
る
く
博
’０６
」
を
昨
年
、
開
催
し

ま
し
た
。「
さ
る
く
」
と
は
「
ぶ
ら

ぶ
ら
歩
く
」
と
い
う
意
味
の
長
崎

の
方
言
で
す
。

「
さ
る
く
博
」
は
、
１８
年
４
月

１
日
か
ら
開
催
。
２
１
２
日
間
の

開
催
期
間
中
、
延
べ
１
０
２
３
万

人
の
参
加
が
あ
り
、
長
崎
の
知
ら

れ
ざ
る
魅
力
を
紹
介
し
な
が
ら
、

好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

観
光
客
と
長
崎
市
民
が
ふ
れ

あ
う
ス
タ
イ
ル
は
、
非
常
に
画

期
的
で
し
た
。
博
覧
会
を
通
し

て
、
長
崎
の
ま
ち
へ
の
イ
メ
ー

ジ
が
変
わ
っ
た
と
い
う
声
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
な
に
よ
り
「
こ
の
ま
ま
、
ず

っ
と
続
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う

要
望
が
、
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
長
崎
市
で
は
要
望

に
応
え
、
１９
年
４
月
１
日
か
ら

「
長
崎
さ
る
く
」
と
し
て
再
ス
タ

ー
ト
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
博

覧
会
で
培
わ
れ
た
人
材
や
、
ま
ち

歩
き
の
シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
に
活

か
し
て
い
ま
す
。

「
長
崎
さ
る
く
」
の
ま
ち
あ
る

き
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
▽
マ
ッ
プ
片

手
に
自
由
気
ま
ま
に
散
策
す
る

ゆ
う

「
遊
さ
る
く
」
４５
コ
ー
ス
▽
名
物

つ
う

ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
「
通
さ
る

く
」
３３
コ
ー
ス
▽
専
門
家
に
よ
る

講
座
や
体
験
を
通
し
て
深
く
探
求

が
く

で
き
る
「
学
さ
る
く
」
―
―
の
３

つ
。
「
和
華
蘭
（
わ
か
ら
ん
）
ま

ち
長
崎
」
を
存
分
に
堪
能
で
き
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
本
年
１１
月
に
は
、
さ
る
く

観
光
月
間
と
し
て
「
２
０
０
７
長

崎
さ
る
く
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
足
が
不
自
由
な
方
、
車

椅
子
の
方
で
も
可
能
な
ま
ち
歩
き

コ
ー
ス
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
フ
ェ

ス
タ
に
合
わ
せ
準
備
さ
れ
ま
す
。

「
さ
る
く
」
に
興
味
を
持
た
れ

た
方
は
、
是
非
と
も
参
加
さ
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
「
施
策
集
」
３
９
４
ペ
ー
ジ
掲
載
）

沼
津
市
で
本
年
１１
月
、
第
３９
回

技
能
五
輪
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
世
界
約
５０

の
国
や
地
域
か
ら
選
ば
れ
た
満
２２

歳
以
下
の
青
年
技
能
者
が
一
堂
に

会
し
、
各
自
の
有
す
る
職
業
技
能

を
競
い
合
う
も
の
で
す
。
２
年
に

１
度
、
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
日
本
で
は
、
東
京
と
大
阪
で

１
度
ず
つ
し
か
開
催
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。

競
技
職
種
は
「
家
具
（
写
真

�
）
」
「
広
告
美
術
（
写
真
�
）
」

「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
写
真
�
）
」

「
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
（
写
真
�
）
」

な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
約
５０
職

種
。
幅
広
い
職
種
を
対
象
に
行
わ

れ
、
選
び
抜
か
れ
た
精
鋭
た
ち
が

競
技
期
間
中
、
情
熱
を
傾
け
て
し

の
ぎ
を
削
り
ま
す
。

今
大
会
へ
は
、
約
２
５
０
０
人

の
選
手
・
役
員
の
参
加
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
約
１５
万
人
の
来
場
者

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
世
界
的
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
は
、
静
岡
県
東
部
地
域
で

は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
こ
の
た

め
沼
津
市
で
は
、
大
会
の
開
催
を

「
も
の
づ
く
り
」
を
尊
重
す
る
社

会
づ
く
り
の
絶
好
の
機
会
と
位
置

付
け
、
地
域
の
産
業
振
興
や
活
性

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
開
催
市
と
し
て
、
大
会
の

周
知
、
地
域
の
魅
力
発
信
、
も
の

づ
く
り
の
啓
発
な
ど
の
取
り
組
み

を
現
在
、
産
学
官
・
市
民
の
連
携

に
よ
り
進
め
て
い
る
ほ
か
、
大
会

期
間
中
に
は
、
本
市
独
自
の
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
。
競
技
会

場
と
沼
津
市
内
の
観
光
地
等
と
を

結
ぶ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
競
技
会
場
等
に
隣

接
し
た
「
お
も
て
な
し
広
場
」
で

は
、
お
ど
り
や
太
鼓
等
の
日

本
の
伝
統
芸
能
の
披
露
な
ど

を
は
じ
め
と
し
た
、
数
々
の

お
も
て
な
し
や
地
域
の
情
報

発
信
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
大
会
は
、
障
害
の

あ
る
方
の
職
業
的
自
立
の
喚

起
を
目
的
と
し
て
４
年
に
１

度
、
世
界
各
国
・
地
域
の
参

加
者
が
集
い
職
業
技
能
レ
ベ

ル
な
ど
を
競
い
合
う
「
国
際

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
同
時

開
催
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

皆
様
も
、
世
界
の
若
き
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
ち
が
繰
り

広
げ
る
、
熱
き
技
の
戦
い
に
声
援

を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
大
会
の
日
程
等

【
競
技
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

１１
月
１５
日
（
木
）
〜
１８
日
（
日
）

【
大
会
会
場
】
※
入
場
無
料

沼
津
市
（
門
池
地
区
）

（
文
・
写
真
は
議
会
事
務
局
提
供
）

平成１９年度版

全全
国国
都都
市市
のの
特特
色色
ああ
るる
施施
策策
集集

―本会編集―

〈�〉

〜
く
ら
し

ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り
〜
か
ら
紹
介

長
崎
市（
長
崎
県
）

◆
さ
る
く
観
光

市市 政政

ニニュューースス

技
能
五
輪
国
際
大
会
を
開
催

沼
津
市（
静
岡
県
）

��

��

��

��

ガ
イ
ド
付
き
ま
ち
歩
き「
通
さ
る
く
」

（
浦
上
天
主
堂
に
て
）
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